
【口絵２】 

青木繁の絵手紙 

東御市梅野絵画記念館蔵、  『青木繁全文集 假象の創造』（中央公論美術出版刊）所収 

 

 

房

州

富

崎

村

字

布

良

 

小

谷

喜

六

方

 

青

木

生

 

福

岡

県

八

女

郡

三

河

村

字

緒

玉

 

梅

野

満

雄

様

 

 

其

後

ハ

御

無

沙

汰

失

禮

候

 

モ

ー

此

處

に

來

て

一

ヶ

月

餘

に

な

る

、

 

こ

の

殘

暑

に

健

康

は

ど

う

か

？

 

僕

は

海

水

浴

で

黒

ん

ぼ

ー

だ

よ

、

 

定

め

て

君

は

知

つ

て

居

ら

れ

る

で

あ

ら

う

が

 

こ

ゝ

は

萬

葉

に

あ

る

「

女

良

」

だ

、

 

す

く

近

所

に

安

房

神

社

と

い

ふ

が

あ

る

、

 

官

幣

大

社

で

、

天

豐

美

命

を

ま

つ

[

つ

]

た

も

の

だ

、

 

何

し

ろ

沖

は

黒

潮

の

流

を

受

け

た

 

激

し

い

崎

で

上

古

に

傅

は

ら

な

い

 

人

間

の

歴

史

の

破

片

が

埋

め

ら

れ

て

 

居

た

に

相

違

な

い

、

 

漁

場

と

し

て

有

名

な

荒

つ

ぽ

い

處

だ

、

 

冬

に

な

る

と

四

十

里

も

五

十

里

も

 

黒

潮

の

流

れ

を

切

つ

て

 

二

月

も

沖

に

暮

ら

し

て

漁

す

る

そ

う

だ

よ

、

 

西

の

方

の

浜

傅

ひ

の

隣

り

に

 

相

の

濱

と

い

ふ

處

が

あ

る

、

詩

的

な

名

で

な

い

か

、

 
其

次

ハ

平

沙

浦

(

ヘ

イ

ザ

ウ

ラ

)
 

其

次

ハ

伊

藤

の

ハ

ナ

、

其

次

ハ

洲

の

崎

で

 

こ

ゝ

は

相

州

の

三

浦

半

島

と

遥

か

に

對

し

て

 

東

京

灣

の

口

を

扼

し

て

居

る

の

だ

、

 

上

圖

は

ア

イ

ド

と

い

ふ

處

で

直

ぐ

近

所

だ

、

 

好

い

處

で

僕

等

の

海

水

浴

場

だ

よ

、

 

 

上

圖

が

平

沙

浦

、

先

き

に

見

ゆ

る

の

が

洲

の

崎

だ

、

 

富

士

も

見

ゆ

る

、

雲

ポ

ッ

ツ

リ

、

 

又

ポ

ッ

ツ

リ

、

ポ

ッ

ツ

リ

！

 
波

ピ

ッ

チ

ャ

リ

、

 

又

ピ

ッ

チ

ャ

リ

、

ピ

ッ

チ

ャ

リ

！

 

砂

ヂ

リ

ヂ

リ

と

や

け

て

 

風

ム

シ

ム

シ

と

あ

つ

く

 

な

ぎ

た

る

空

！

 

は

や

り

た

る

潮

！

 

童

謡

 

「

ひ

ま

に

ゃ

来

て

見

よ

、

 

平

沙

の

浦

わ

ァ

ー

 

西

は

洲

の

崎

、

 

東

は

布

良

ァ

よ

、

沖

を

流

る

ゝ

 

黒

瀬

川

ァ

ー

 

サ

ア

サ

、

ド

ン

ブ

ラ

コ

ッ

コ

、

ス

ッ

コ

ッ

コ

、

!!!

」
 

こ

れ

が

波

の

ど

か

な

平

沙

浦

だ

よ

、

 

濱

地

に

は

瓜

、

西

瓜

抔

が

よ

く

出

來

る

よ

、

 

蛤

も

水

の

中

か

ら

採

れ

る

よ

、

 

晴

れ

る

と

大

島

利

島

シ

キ

ネ

島

抔

が

列

を

そ

ろ

え

て

 

沖

を

十

里

に

か

す

ん

で

見

え

る

、

 

其

波

間

を

漁

船

が

見

え

か

く

れ

す

る

、

面

白

い

こ

と

 

 

夫

れ

か

ら

東

が

根

本

、

白

濱

、

野

島

だ

、

 

僅

か

に

三

里

の

間

だ

、

野

島

崎

に

は

燈

臺

が

あ

る

、

 

沖

で

は

 

ク

ヂ

ラ

、

ヒ

ラ

ウ

ヲ

、

 

カ

ジ

キ

「

ハ

イ

ホ

の

こ

と

」

、

 

マ

グ

ロ

、

フ

カ

、

キ

ワ

ダ

、

サ

メ

、

が

と

れ

る

、

 

皆

二

十

貫

か

ら

百

貫

目

位

の

も

の

で

釣

る

の

だ

、

 

恐

し

い

様

な

荒

つ

ぽ

い

事

だ

、

 

灘

で

は

、

ト

ビ

魚

（

ヤ

ゴ

）

、

 

カ

ツ

オ

、

タ

イ

、

ア

ヂ

、

ヒ

ラ

メ

、

サ

バ

、

抔

だ

、

 

そ

れ

か

ら

岸

近

く

で

は

、

小

ア

ヂ

、

タ

カ

ベ

、

 

ク

ロ

ダ

イ

、

カ

レ

イ

、

ボ

ラ

、

抔

だ

、

 

磯

邊

で

は

タ

コ

（

（

大

[

き

]

い

よ

）

、

 

イ

セ

ヱ

ビ

、

メ

チ

ダ

イ

、

メ

ジ

ナ

、

抔

だ

よ

、

 

 

夫

れ

か

ら

濱

磯

で

は

、

モ

ク

ツ

、

モ

ク

、

ア

ラ

メ

、

 

ワ

カ

メ

、

ミ

ル

、

ト

サ

カ

メ

、

テ

ン

グ

サ

、

メ

リ

グ

サ

、

 

ア

ワ

ビ

、

ハ

マ

グ

リ

、

タ

マ

ガ

ヒ

、

ト

コ

ボ

シ

、

ウ

ニ

、

 

イ

ソ

ギ

ン

チ

ャ

ク

、

ホ

ラ

ノ

カ

ヒ

、

サ

ヽ

ヱ

、

ア

カ

ニ

シ

、

 

ツ

メ

ッ

ケ

イ

(

ツ

メ

ガ

ヒ

)

、

抔

だ

、

 

ま

だ

ま

だ

其

外

に

名

も

知

ら

ぬ

も

の

が

 

倍

も

三

倍

も

あ

る

、

ま

た

種

族

が

同

じ

で

 

殊

類

な

も

の

も

あ

る

の

だ

、

 

今

は

少

々

製

作

中

だ

、

大

き

い

、

 

モ

デ

ル

を

澤

山

つ

か

つ

て

居

る

、

 

い

づ

れ

東

京

に

歸

へ

つ

て

か

ら

 

御

覧

に

入

れ

る

迄

は

黙

し

て

居

よ

う

。

 

 

八

月

二

十

二

日

 

繁

 

満

雄

兄

 
 


